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飯島町においては,昭和 48年 より県営ほ場整備事業が開始 され, 今年度

は七久保地区第 2o工区北村地籍が実施 されてます。

当地籍は,中央アルプス県立公園千人塚の麓にあた り,古 くか ら集落が発

達 した地域であり,文イヒ財保護の立場か ら飯島町遺跡調査会に依頼 し調査を

行ないました。

幸いに も南信土地改良事務所の御配意 と,県教育委員会文イヒ課の御指導の

下,優秀なる調査団の先生方により大 きな成果をあげ られたことは,感謝に

たえません。

出土品については,飯島町陣嶺館に展示 し一般の方々に見ていただく予定

です。

調査報告書の刊行に当って関係各位に対 し心か ら謝意を捧げる次第であり

ます。

昭和 55年 3月 20日

飯島町教育委員会教育長
~  

熊  崎  安  二

Pl 遺跡遠影 (西から )



例凡

1.こ の調査は,県営ほ場整備事業に伴な う緊急発掘調査で,調査は南信土地改良事務所の委託により,

飯島町が実施した。

2.本調査は,昭和54年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体 とし,文章記述はで

きるだけ簡略にし,資料の再検討は後日の機会にゆずることにした。

3。 本文の執筆は,友野良一,伊藤 修,中村正純が行なった。

4.本報告書の編集は,主 として飯島町遺跡調査会があたった。

[発掘参加者名簿 〕

那須野万治,伊藤忠一,星野一雄,宮下百江,横田愛子,宮下 きくゑ,中村正純,那須野咲子,宮下清 ,

松永福実,桃沢義高,那須野松太郎 ,宮下昌一 ,上山 啓 ,上原正人 ,北沢保雄,宮下金美,宮下貞一 ,

荒木辰雄,高谷秀雄,宮下まつゑ,竹内まさい,宮 下末子,宮下千代 ,宮下 秀,宮下富夫
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第 I章 遺跡の概観

第 1節 位 置

北原東,北原西遺跡は,長野県上伊那郡飯島町大字七久保北村地籍に所在する。

当該遺跡は,七久保地区の北西端に位置し,与田切川により形成された扇状地の扇頂部にある。遺跡に

至るには,国鉄飯田線七久保駅で下車し,西へ約 1玉hほ ど歩き,県道飯島・ 飯田線にそって北へ約 2n,

さらに西へ llhほ ど歩いたところである。遺跡の中心で標高は730mを はかる。

第 2節  地 形・ 地 質

木曽山脈と赤石山脈に挟まれた伊那谷は,一口に南北に細長い縦谷状地形 といえる。この中央部を天竜

川が南流し,天竜川に向かって西の木曽山脈,東の赤石山脈に源を発する中小河川が流れ込んでいる。こ

れらの中小河川は山麓にいくつもの扇状地を形成したが,そ の後の隆起運動により,こ れらの扇状地を自

ら浸食していった。

飯島町についても,中田切川,与田切川,日 向沢川等の中小河川の浸食,堆積作用により扇状地が発達

している。当該遺跡は,与田切川により形成された扇状地の扇頂部に位置し,北側は与田切川の渓谷,南

側は東西の窪地となり,こ れらにより小高い丘陵となっている。

調査地区の土層については,遺跡付近が古くからの水田地帯であり,攪乱されているため明らかでない

が,おおよそローム層,褐色土層,黒褐色土層,黒土層の順で堆積していると思われる。表土よリローム

層までは50～ 60Cπ をはかる。遺構はローム層を掘 り込んでおり,遺物は主に黒褐色土層より出土した。

ど 蛸々

第 1図 位置図 (111∞,000)
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第 2図 地形図 (1:2,000)
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第Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査に至
′るまで

県営ほ場整備事業七久保地区第20工 区にある北原東,北原 西遺跡の埋蔵文化財緊急発掘調査を飯島町で

は,飯島町遺跡調査会に委託 し実施 した。

[飯島町遺跡調査会 〕

〈
ム
　
　
珊埋

長  熊

事  片

崎 安 二 (教    育    長

桐   修 (飯 島 町 文 化 財 調 査 委 員

下 静 男 (   ″

原 健 三 (   ク

沢 匡 行 (   ク

崎 研 定 (   ク

島 淑 雄 (   ク

桐 佳 彦 (   ク

林 嘉 男 (   ″

越 清 志 (飯 島 町 監 査 委 員

野 武 司 (   ク

沢 内 次  (飯 島町教 育委 員会 教育次長

沢 長 実 (   ク   係 長

藤  修 (   ″   主 事

下 淑 江 (  ク   主 事

事

事

監

幹

宮

ゴヒ

桃

松

中

片

/」 ヽ

堀

中

吉

米

伊

宮

〔発掘調査図 〕

団   長

調 査 員

調査補助員

友 野 良 一 (日 本 考 古 学 協 会 員 )

伊 藤   修 (飯 島 町 教 育 委 員 会 主 事 )

和 田 武 夫 (長 野 県 考 古 学 会 員 )

中 村 正 純 (飯    島    町 )

第 2節 調 査 日 誌

北原東,北原西遺跡の調査における主だった項目を拾ってみた。

○調査は,調査地区全体に2m四方のグリットを設定し行なった。

○北原西遺跡は,調査地区が広いうえ,遺物包含層が深いため, ブルトーザーにより表土剥ぎを行なった

うえで,遺構確認を行なった。

○遺物について,主要なものは平面図に出土点,出土高等を記録した。

○遺構については,平面図の他にできる限 り遺構断面の土層についても記録を行なった。

二 4-



第Ⅲ章 北原東遺跡

第 1節 遺

遺跡の中心部 と思われる丘陵中央部の畑地を中心に 1,000m2の 調査を行なった。

遺構は確認されなかった。

第 3図 北原東遺跡調査地区 (1:2,000)

第 2節 遺  物

今回の調査で縄文時代中期の土器片20点 ,縄文時代の打製石斧 1点 ,横刃形石器 1点、が出土した。土器

片は,全 てが黒色土層より出土の磨滅 した小破片であり,西側に隣接 した北原西遺跡か らの流れ込みの可

含旨性 もある。

P4

構

P3

中
央

高

速

自

動

車

道

調 査 状 況

―- 5 -―

調 査 状 況



<三>1   1 5m
第 5図 出土石器 (1:3)

第 4図  出土土器 (1:2)

P5 調査状況 (東から )
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第Ⅳ章 北原西遺跡

第 1節 遺  構

今回の調査で縄文時代中期の住居址 22箇所,土墳 90箇所,集石 3箇所が確認された。

:ゃ 」
P。

■γθP

第 6図 遺 構配置図 (1:600)
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第 1号 住居址

調査地区東側より発見された

円形を呈する住居址である。直

径約 3m80CZを 計 り,南側には

直径約 lmの 円形の張 り出し部

がみ られる。床はローム層を掘

り込んで造 られてお り,壁の内

側には西側と東側に周溝が巡 ら

されている。床は平担で柔 らか _

い。 柱休[はPl, P2' P3' P4' P6'

P8'P9が 考えられ,Pl,P2'P4'

P9の 4本主柱穴であったと考 え

られる。炉址は,比較的小規模

な石を組み合わせて造 られてお

り浅 く,焼土は少ない。遺物の

出土は,炉址付近を中心にして
｀

多い。西側壁付近に埋甕がみ ら                           ~

れる。

P6 第 1

ヽ

Ａ

丁

十

、
―
―
ｌ
ｊ
亭
―
―
、
〆

lm

-8-



第 2号住 居 址

調査地区の東端に位置す る。東側は墓地のため調査

ができなかったが,ほ ぼ円形を呈する住居址 と思われ

る。直径約 4m50Cπ を計る。床はローム層を掘 り込ん

で造 られてお り,平担で柔 らかい。壁の内側には周溝

が巡 らされている。柱穴はPl,P2'P3'P5,P6,P7'

P8が考えられる。炉址は 住居址の中央部にあ り,比

較的小規模な石を組み合わせて造 られてお り,浅 く焼

土は少ない。住居址北側壁に浅い土墳がみ られる。遺

物の出土は,住居址全体にわた り多い。 出土土器片は

いずれ も,纏文時代中期後半の ものである。 また,土

製品 として土偶の頭部,胴部,臀部の 3片が出土した。

ヽ

ゃ

、

第 8図 第 2号住居址 (1:80)

P7 第 2号住居址

-9-



第 3号 住 居 址

調査地区南東に

位置し,楕円形を

呈する住居址であ

る。直径 5m,短

径 4m20cπ を計 る。

床はローム層を掘

り込んで造 られて

お り,平担で柔 ら

かい。壁の内側 ,

西半分には周溝が

巡 らされている。

柱穴はPl～P6の 6

箇所が考え られる。

炉址は中央やや西

側にあり比較的大

きい。遺物は炉付

近を中心にして多

い。

0           1m

第 9図 第 3号住居址 (1:80)

P8 第 3号住居址

―- 10 -―



第 4号住 居 址

調査地区の中央やや西

側に位置し南側の土墳群

に接 している。直径約 6

m20cπ の円形を呈する住

居址である。住居址南東

側壁には大型の土猿がみ

られる。床はローム層を

掘 り込んで造 られてお り

壁の内側には周溝が巡 ら

されている。床は平担で

栞そら力>い 。権LデてはPl, P2

P3'P4'P7が考えられる。

炉址は,住居址中央やや

北側に位置し大形の深い

ものであり相当量の焼土

がみ られる。床面中央南

東には埋甕がみ られる。

遺物は床面より多量に出

土した。いずれ も縄文時

代中期後半の ものである。

ゝ
‐―
、
、
ｒ
‐‐‐‐‐Ｌ
ノ

Ａ
ヽ
は
、

|

//イ
ー

＼
＼ 、

老
'I要

ミ＼

/f/1●
＼
｀

/

○
ト

第 10図 第 4号住居址 (1:80)

0     1m

P9 第 4号住居址
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第 5号住 居 址

調査地区の東に位置し,第 1号住居址に

隣接する。住居址西側が道路等によ り調査

できないため明らかでないが,直径約 4m
の円形を呈する住居址であると思われる。

床はローム層を掘 り込んで造 られてお り,

開田当時に住居址覆土_L部 を破壊 されたも

のと思われる。床は平担であるが柔 らかい。

柱穴はPl～P4が確認 された。炉址は中央や

や西側に位置し,炉石は見 られない。炉址

内部は比較的浅 く,底部には相当量の焼土

がみ られる。遺物の出土は多い。完成品,

復元可能の土器はみ られない。 いずれ も縄

文時代中期後半の ものである。石器 として

は打製石斧,横刃形石器がみ られる。

≠ 炉址

第 11図 第 5号住居址 (1:60)

P10 第 5号住居址

-12-



第 6号 住 居 址

調査地区の南東に位置し南側

は第14号住居址に接する。 1辺

4m50Cπ の隅丸方形に近い形状

を呈する。第14号 住居址と床面

がほぼ同じ高さであ り, 2つ の

住居址の時間的な差については

明 らかでない。住居址は,ロ ー

ム層を掘 り込んで造 られてお り,

壁の内側は周溝が巡 らされてい

る。床は比較的平担で柔 らかい。

柱穴は,Pl～P4の 4本主柱穴で

あったと考えられ る。炉址は中

央やや北側に位置し石囲炉であ

った もの と思われ る。住居址南

西側には大形の土墳がみ られる。

遺物の出土は多い。いずれ も縄

文時代中期後半の ものである。 第 12図 第 6号住居址 (1:80)

0     1m

P ll 第 6号住居址
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第 7号 住 居 址

調査地区南西に位置 し,北側は第

17号 住居址に接し,西側は土壊によ

リー部を壊されている。長径約 6m

20cπ ,短径約 5m80Cπ の構円形を呈

する。第17号 住居址 と床面が同じ高

さであ り, 2つ の住居址の時間的な

差については明 らかでない。住居址

はローム層を掘 り込んで造 られてお

り,床は平担であるが比較的柔 らか

い。 だL;六〔はPl, P3, P4' P5, P6, P7

P8'P9'PЮ が考えられる。炉址は住

居址のほぼ中央に位置 し,石囲炉で

浅 く焼土 も少ない。住居址南側壁付

近に埋甕がみ られ る。住居址床面に

は,20～ 30Cπ 前後の石が多くみられ

る。遺物の出土は多い。いずれ も縄

文時代中期後半の ものである。

1                         0        1m

一 ― も 、 ___

第 13図 第 7号住居址 (1:80)
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第 8号住 居 址

調査地区の北西に位置し,長径約 5

m8∝π,短径約 4m50Cπ の締円形を呈

する住居址である。床はローム層を掘

り込んで造 られてお り,開田当時に住

居址覆土上部を破壊 されたものと思わ

れる。床は平担であるが柔 らかい。柱

穴は,Pl―P4が考えられる。炉址は住

居址北側壁付近に位置し炉石が抜 き取

られたものと思われる。住居址中央に

は長径 2m50εz,短径 2mの 大形の土

羨がみられるが,住居址廃絶後に掘 り

込まれたものと思われる。住民址南側

壁付近には埋甕がみ られる。遺物の出

土は炉址付近を中心にして多い。いず

れ も縄文時代中期後半の ものである。

石器 としては打製石斧,横刃形石器が

み られる。

第 14図 第 8号住居址 (1:80)

P13 第 8号住居址

-15-



第 9号住 居 址

調査地区の北西に位置 し直径 3m50θπの

円形を呈する小形の住居址である。床はロ

ーム層を掘 り込んで造 られているが開田当

時に破壊 されたもの と思われ,南西側の一

部に壁が残っているのみである。住居址は

全体にわたり幅 10～ 20cπ ,深 さ5～ 10Cπ の 一

溝が巡 らされている。床は比較的平担で柔

らかい。柱穴は,Pl,P2'P4'が 考えられ

る。住居址中央やや西側には,直径 l m70

Cπ ,深 さ30～ 35Cπ の底部の平担な掘 り込み

があり,そ の掘 り込みの東半分に焼土がみ

られることから炉址ではないか と考えられ

る。住居址内南東Lに接 し埋甕がみられる。

遺物の出土は多い。いずれ も縄文時代中期

後半の ものである。 第 15図 第 9号住居址 (1:60)

-53

P14 第 9号住居址

-16-



第 10号 住 居 址

調査地区中央やや北側に位置 し

長径約 5m20Cπ ,短径 4m10Cπ の

構円形を呈する住居址である。住

居址は,ロ ーム層を掘 り込んで造

られている。開田当時に住居址覆

土上部が相当破壊 されたと思われ ,

壁が僅かに残っているだけである。

床は平担で柔 らか く,住居址の中

央部か ら南側にかけて不整形をし

た掘 り込みがみ られる。 この掘 り

込みは,住居址に関連 したものか ,

後に土墳として掘 り込まれたもの

かは明らかでない。柱穴 としては

P3'P4'P6'P8が 考えられる。炉

址は中心か ら北へよってみ られ ,

当時の住居址の北壁は更に北側に

広が っていたことも考えられ る。

P8北側には,埋甕がみられる。遺

物の出土は床面全体にわた り多い。 第 16図 第 10号住居址 (1:60)

P15 第 10号住居址

-17-



第 11号住 居 址

調査地区の北側に位置 し,直

径 6m20Cπ の円形を呈する比較

的大形の住居址である。床はロ

ーム層を掘 り込んで造 られてお

り平担で柔 らかい。開田当時に

覆土上部が破壊 されたもの と思

われる。壁の内側北半分には周

溝が巡 らされてt:ヽ る。准ヨ六はPl

P2'P3'P4'P5'P6'P7,P8'

P9,P10が考えられる。炉 址は中

央やや北東に位置し,炉石が抜

き取 られた もの と思われる。住

居址南側壁付近には埋甕がみ ら

れる。遺物の出土は他の住居址

第 17図 第 11号住居址 (1:80)

P16 第 11号住居址

一- 18-



第 12号住 居 址

調査地区の北側,第 10号 ,第

11号 住居址に隣接する。長径 5

m20εZ,短径 4m20cπ の構円形

を呈する住居址である。床はロ

ーム層を掘 り込んで造 られてお

り,平担で柔 らかい。開田当時

に相当破壊 されたと思われ,壁

は僅かに残 されているだけであ

る。柱穴はPl,P3'P6'P8カお考

えられる。炉址は住居址のほぼ

中央に位置し南半分の炉石が抜

き取 られたものと思われ る。焼

土は炉址内ほぼ中央にみ られる。

炉址東側には直径 l m 20cπ の大

形で深い掘 り込みがみられる。

遺物は縄文時代中期後半の もの

である。

~(1
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第 18図 第 12号住居址 (1:60)

P17 第 12号住居址
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第 13号 住 居 址

調査地区の南側に

位置する住居址であ

る。住居址の南側は

水田の土手のため調

査できなかつたが ,

おおよそ,長径約 4

m50Cπ 9短径約 4m

30Cπ の構円形を呈す

る住居址である。住

居址は,ロ ーム層を

掘 り込んで造 られて

お り,床は平担で柔

らかい。柱穴 として

はPl'P2'P3が 考え

られ, 4本主柱穴で

あったと思われる。

炉址は中央やや北西

に位置 し,石囲炉 と

考えられる。

第 19図 第 13号住居址 (1:60)

辮理

勒 :

11:

P18 第 13号住居址
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第 14号 住 居 址

調査地区の南東側に位置 し,北

側は第 6号住居址に接する。長径

5m30cπ ,短径 4 rn 80θπの構円形

を呈する住居址である。住居址は

ローム層を掘 り込んで作 られてお

り,西側で僅かに壁がみられると

ころか ら,第 6号 住居址の南半分

を壊 して造 られたものと思われる。

床は平担で柔 らかい。柱穴 として

はPl'P3,P4の 3箇所が確認 され

るが,お そらく4本主柱穴であっ

た と考えられる。炉址は中央やや

東側に位置 し,石囲炉であった も

の と思われる。また,住居址北側

壁近 くには,4個の石に囲まれた

自然石の立石がみ られる。遺物は

縄文時代中期後半。

＼

「 _m

第 20図  第 14号住居址 (1:80)

:辮:::■ :,難時  閣瞬
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第 15号住 居 址

調査地区の北側に位置 し,東側は第16号住居

址により壊わされている。長径 3m60Cπ ,短径

3m40σπの小形の構円形 を呈する住居址である。

住居址は,ロ ーム層 を掘 り込んで作 られてお り,

北側壁内側には周溝がみ られる。床は平担で柔

らかい。柱穴はPl,P2'P3の 3箇所が確認 され

たが,4本主柱穴であったと思われる。炉址は

中央やや北側にあ り,東側には 2個の炉石がみ

られる。遺物の出土は住居址全体にわた り多い。

いずれ も縄文時代中期後半の ものである。土製

品 としては土偶の足部破片が出土した。石器 と

しては打製石斧,横 刃石器等がみ られる。

第 21図  第 15号住居址 (1:60)

P20 第 15号住居址

―- 22 -



第 16号 住 居 址

調査地区の北側に位置し,第 15号住居址

を壊わして造 られている。長径 4m80Cπ ,

短径 4 rn 30θ πの構円形を呈する住居址であ

る。住居址は,ロ ーム層を掘 り込んで造 ら

れてお り,北東 と東側の壁内側には周溝が

み られ る。床は平担で柔 らかい。柱穴はPl

P2'P5'P7の 4本主柱穴であったと思われ

る。炉址は中央やや西側に位置 し, 4個の

大形の石を配して造 られている。住居址の

南西壁には,直径 l m50Cπ の大形の土疲が

あ り,住居址南壁,P6付近には埋甕がみ ら

れる。遺物の出土は多い。 いずれ も縄文時

代中期後半の ものである。
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第 22図  第 16号 住居址 (1:80)

P21第 16号住居址
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第 17号住 居 址

調査地区の南側に位置 し,北側の土疲群に隣接する。

住居址の形状は,第 7号住居址ゃ土墳に接しているた

め明 らかでないが,直径約 3mの小形の円形を呈する

住居址である。住居址は,ロ ーム層を掘 り込んで造 ら

れており,床 は平担で柔 らかい。壁は水田の開田当時

に壊わ されてお り,僅かに残っているのみである。柱

穴は確認できなかった。炉址は中央 に位置し,小形の

石囲炉である。遺物の出土は他の住居址に比べ少ない。

いずれ も縄文時代中期後半の ものである。石器 として

は,打製石斧,横 刃形石器等がみられる。

―一- 24 -―



第 18号 住 居 址

調査地区西側に位置す

る 1辺 4m50cπ の隅丸方

形の住居址である。住居

址は,ロ ーム層を掘 り込

んで造 られてお り,床は

平担で柔 らかい。柱穴は

Pl'P2,P3,P4の 4本主

柱穴である。炉址は中央

やや西側に位置し,浅 く

掘 り込まれた ものである。

遺物の出土は多い。いず

れ も縄文時代中期後半の

ものである。石器は打製

石斧,横刃形石器等であ

る。

第 24図 第 18号住居址 (1:60)

P23 第 18号住居址
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第 19号 住 居 址

調査地区の西側に位置する直径約

4mの 円形を呈す る住居址である。

床はローム層を掘 り込んで造 られて

お り,平担で柔 らかい。柱穴はPl,

P2'P3'P5の 4本主柱穴である。炉

は中央やや西側に位置 し,石囲炉で

ある。遺物は住居址の床面を中心に

して多量に出土した。いずれ も縄文

時代中期後半の ものである。石器は

打製石斧,横刃形石器,黒耀石剥片

等である。
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第 25図  第 19号住居址 (1:60)

P24 第 19号住居址
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第 20号 住 居 址

調査地区の西側に位置する住居址である。開田して

よりの住居址の大部分が壊されてお り,残 された炉址

により,住居址が確認された。また,炉址の東側は ,

第22号住居址により壊わ されている。炉址は石囲炉で

あったと思われ,僅かに炉石がみ られる。炉の底部に

は多 くの焼土がみ られる。遺物は炉址付近床面より出

土した。いずれ も縄文時代中期後半の ものである。

／

鷹
Ｊ

第 26図 第 20号住居址(1:40)

｀炉址
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P25ヽ 第 20号住居址
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第 21号 住 居 址

調査地区の北西側に位置する長径 5m

20c篤 ,短径 4m5∝zの構円形に近い住居

址である。床はローム層を掘 り込んで造

られており,平担で柔 らかい。柱穴はPl

P3'P4'P5の 4本主柱穴で,P2は補助柱

穴でぁったと思われる。炉址は住居址の

ほぼ中央に位置 し,楕 円形である。炉址

内には焼土はほとんどみ られない。遺物

は炉址付近を中心にして多量に出土した。

いずれ も縄文時代中期後半の ものである。

土製品として土偶の腕部破片が出土 した。

第 27図  第 21号住居址 (1:80)

P26 第 21号住居址
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第 22号 住 居 址

調査地区の西側に位置

する 1辺 5m90Cπ の大形

の隅丸方形の住居址であ

る。住居址は,ロ ーム層

を深 く掘 り込んで造 られ

てお り,床は平担で硬い。

柱穴はPl,P2'P3,P4の

4本 主柱穴である。炉址

は中央ほぼ西側に位置 し,

大形の石囲炉である。遺

物は住居址全体により多

量に出土した。ぃずれ も

縄文時代中期後半の もの

である。
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第 28図 第 22号住居址

P27 第 22号住居址
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第 29図 土墳 (C地区 )
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第 30図 土墳 (D地区 )

調査地区の中央南側,住居址にとり囲まれるような形で大小約90の土墳が検出された。土墳は,ロ ーム

層を掘 り込んで造 られてお り,形状は円形のもの構円形のもの,不整形の もの等まちまちであり,深 さも

一定 していない。土疲内か らの遺物の出土は少なく,土墳内に石のみ られるもの もわずか ある。 出土 し

た遺物は,すべて縄文時代中期の ものである。
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集 石 を伴 な う土墳

調査地区の中央東側,第 6・ 14号住居

址の北側に 3箇所検出された。いずれ も

円形 ,稽 円形にローム層を掘 り込んで造

られている。%1は黒褐色土の覆土の中

に 5～ 20cπ の小形の石が全体にみ られる。

%2は土旗の北半分に中段があり,石 は

土療上面に集中している。%3は規模が

最 も大 きく石の数 も多い。石は土娠上面

と底部付近に比較的集中してみ られ,底

部の石は熱を受けて風イヒした礫片が多い。

遺物はあ 1の覆土よりわずかに土器の

小破片が出土したのみである。

P28 B地 区近影

,一

1:30)

~瑾

菫
λ 黒掲色土

第 31図 第 1号集石 (

だ
二り＼＼

第 32図1第 2号集石 (1:30)

黒色土 (炭 化物含む)

第 33図 第 3号集石 (1:30)
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第 2節 遺 物

今回の調査で出土した土器は,縄文時代早期,後期の土器片数点を除き,ほ とんどが縄文時代中期後半

の土器である。土器は調査地区全体か ら出土したが,特に住居址か ら多く,又埋甕 も数多 くみ られる。石

器について も,打製石斧,横刃形石器を中心に数多くみられる。土製石 としては,土隅の破損品が 8個検

出された。

1-B

第 2号 住

3-B

住

2-B

第 7号 住

第 21号 住

採表

6-A
第 2号 住

P29出 土 土 偶

1-C 2-A 2-C1-A

4-A

7-A 7-B
第 15号 住
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第 V

本遺跡は,昭和54年度県営甫場整備に伴う埋蔵文イヒ財緊急発掘であるため,その資料の取扱いに重点を

おき,研究及び考察は長時間を必要 とするため,それは後日にゆずることとし, ここでは調査中に知 り得

た2・ 3の問題点についてふれ,所見としたい。

1。 北原遺跡は中央道が通過した地点で東西 2遺跡に区分された。そのうち東遺跡の一部は中央道発掘

調査団によって調査が行なわれ,縄文中期末葉の住居址 1軒 と土墳 1基が発見された.今回は中央道敷地

の東側に当る個所を調査することになった。調査の結果、縄文時代中期末葉の土器片と打製石斧、横刃形

石器各 1点の出土をみたのみで遺構 らしきものは発見でき得なかった。

当遺跡は、北原西遺跡の外郭に当たる遺跡であることが確認されたことは遺跡の範囲を知る上で重要なこ

ととなった。

2.北原西遺跡は東遺跡と合体の遺跡と考えられる遺跡である。本遺跡は古くから知 られていた遺跡で

ある。今回の調査では前回発見されていた縄文早期押型文及縄文中期の遣物や遺構の出土をねらっていた

のであるが、調査の結果、縄文中期住居址22軒 と土墳99基及び集石土墳 3基が発見された6

出土した遺構から集落は南側の段丘に添って馬蹄形に分布してぃることが確認された。また、、その中央

には大小の土羨群が認められ集落と空間地帯の関係を知る上に重要な資料 となった。

3。 住居址について。発見された住居彙22軒、そのうち円形プランの住居址 9、 楕円形 9、 隅丸方形 3、

不ヽ明 1。 住居址の規模は4mま で7軒、 5mま で6軒、 6mま で8軒、不明1軒で、 6mク ラスが一番多

いことがわかった。

4。 柱穴は、 4本格が13軒 、 5本柱が2軒、不明 1で、そのうち4本柱が約半数以上を占めていること

がわかる。このことは建築を知る上で重要なことである。

5。 炉址は、石囲炉であるが、完全に残ったものが 6軒で他は炉石が抜き取 られている。炉石の再使用

かまたはそれ以外の意味があるのか興味深いことである。

6。 埋甕は、第 1。 4.7.8。 9。 10。 11。 16号住居址l銑見された。埋甕の発見された位置は第10号 を除いて南東の

方向に集中していることは共通性をもっている様にも考えられ今後研究の余地が考えられる。

7。 土偶。七久保地区の遺跡からは土偶の出土が非常に多い。いずれも破片ではある力邁9個が発見され

ている。今回の調査では全体で8個発見することができた。その内訳は頭部が2個、胴部が2個、臀部 2

個、脚部 1個、腕部が 1個 である。土偶が集中して発見された住居址は2号住居址で、頭部 1、 胴部 1、

臀部 1が発見されている。この様に集落の中で特に土偶の出土の多い家があることは注目すべきことであ

る。

8.土器。有孔鍔付の土器は文様器形からして井戸尻Ⅲ期頃と考えられるが、なぜ曽利 I式～Ⅲ式の土

器に混じって埋甕に使用されたかが問題である。一般的に埋甕は曽利 I～ 皿式期といわれているから、有

孔鍔付土器の埋甕は問題となる。その他の埋甕は唐草文様 I～ Ⅲ期の型式と考えられる。14号住出土の土

器は曽利,加 曽利E式には見当たらない土器である。

立早 めとま
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P34 C地 区 (北より )
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第 1号住
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